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カブラハバチ可視突然変異 creameye color (cec)は

キイロショウジョウバエ white(w)のホモログか

炭谷めぐみ・李載政・畠山正統・大石陸生
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Is the creamのlecolor (cec) Gene， a Mutation of the Sawfly Athalia rosae ru.βCornis， 
a Homologue of the white (w) Gene of Drosophila?ホ
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昆虫における外来遺伝子導入系は、モデル生物としてす及われているキイロショウジヨウパエDrosophila

melanogasterにおいて 1970年代以降手法が確立されたが、カイコガB側 byxmoriなどの有益見虫や、ネッタイシ

マカ Aedesω'lIYptiなどのよく研究されている有害昆虫でさえも、ごく近年に成功例が報告されたものの、一般的

手法が確立しているとはいいがたい (Handler，2001)。膜麹目昆虫カフゃラハパチAthaliarosae ruficornおはユニー

クな特長を持つ新しいモデル生物であるが、外来遺伝子導入系がない。膜麹目はミツバチや寄生蜂などの有用昆

虫を含んでおり、カブラハパチにおけるこの系の開発は他の有用見虫への応用も期待される。そこで、カブラハ

パチでも、他の昆虫と類似の方法で、転移因子を利用したベクターを用いた外来遺伝子の導入を検討している。

そのためには、*質転換個体を選別するための遺伝子導入マーカーが重要な鍵となる。今のところ、カブラハバ

チにおいて遺伝子導入マーカーとして使用できるのはオワンクラゲAequoreavictoria由来の GFP(green 

fluorescent protein)のみである(炭谷ら， 2000) 0 GFPは有効なマーカーであるが、検出のための紫外線の照射に

よる影響などを考慮する必要があり、新たな遺伝子導入マーカーの探索も課題の一つである。

正常なカブラハパチの成虫の眼は黒色で、あるが、眼の色の突然変異creameye color (cec)の成虫の眼はクリーム

色となる。 cecは完全劣性突然変異であることから、遺伝子導入マーカーとして有効であると考えられる。そこ

で、マーカー遺伝子として cecを用いることができるかを調べる目的で、この原因遺伝子の解明を試みた。

眼の色素は、脂肪体で合成された 2種類の色素前駆体がそれぞれ別のトランスポーターによって眼の細胞内へ

取り込まれ、さらに複雑な修飾を受けて合成されることが、双麹日の昆虫でわかっている。キイロショウジョウ

パエの white(ω)突然変異では阪が白色となるが、これは 2種類の色素前駆体のトランスポーターに共通する膜

貫通型タンパク質の変異により眼の色素が細胞内に輸送されないことによる (Mackenzieet al.， 1999)。細胞自律

的な突然変異である cecはωと相同な遺伝子の変異によるものであると推測し、カブラハパチωホモログ遺伝子

を野生型のゲノム DNA、cDNAライブラリーよりそれぞれPCRを用いて単離した。カブラハバチωホモログの

配列には 11のエクソンがあり、 ATP結合領域と 6つの膜貫通領域を持つ 685残基のアミノ酸をコードしていた。

また、 WHITEと58%の一致性があった。今後、 cecについても同様に塩基配列を調べることにより、 cecが仰の

ホモログであることを確認したい。

* Abstract of paper read at the 37th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， June 1-2， 2001 (N出onmatsu，

Fukushima). 
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